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様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 吉備国際大学 
設置者名 学校法人順正学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

社会科学部 

経営社会学科 
夜 ・

通信 

14 

 16 30 

13 

 

 

スポーツ社会学科 
夜 ・

通信 
 82 96  

保健医療福祉学部 

看護学科 
夜 ・

通信 
 144 158  

理学療法学科 
夜 ・

通信 
 70 84  

作業療法学科 
夜 ・

通信 
 84 98  

社会福祉学科 
夜 ・

通信 
 40 54  

心理学部 

心理学科 
夜 ・

通信 
 53 67  

子ども発達教育学

科 

夜 ・

通信 
 87 101  

アニメーション文

化学部 

アニメーション文

化学科 

夜 ・

通信 
 80 94  

農学部 

地域創成農学科 
夜 ・

通信 
26 

 21 47  

醸造学科 
夜 ・

通信 
 17 43  

外国語学部 外国学科 
夜 ・

通信 
10  30 40  

通信教育部心理

学部 

子ども発達教育

学科 

夜 ・

通信 
 4 83 87  

（備考） 
※教育課程が学年進行している学科については下記により計上した。 

経営社会学科：1～3年は 2017カリキュラム、４年は 2013カリキュラム 

スポーツ社会学科：1～4年の各年度別カリキュラム 

看護学科：1年 2019カリキュラム、2～3年 2017カリキュラム、4年 2013カリキュラム 
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理学療法学科：1～3年 2017 カリキュラム、４年は 2013 カリキュラム 

作業療法学科：1～3年 2017 カリキュラム、４年は 2013 カリキュラム 

心理学科：1～4 年の各年度別カリキュラム 
子ども発達教育学科：1年 2019カリキュラム、2～3年 2017カリキュラム、4年 2013カリキュラム 

アニメーション文化学科：1～2年 2018カリキュラム、3年 2017カリキュラム、4年 2014カリキュラム 

地域創成農学科：1～2年 2018カリキュラム、3年 2017カリキュラム、4年 2013カリキュラム 

醸造学科：１～2年 2018カリキュラム（完成年度前） 

外国学科：1年 2019カリキュラム、2年 2018カリキュラム、3～4年 2015 カリキュラム 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本学ホームページにて公表 

 http://kiui.jp/pc/joho/jitsumukeiken.html 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 該当なし 

（困難である理由） 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 吉備国際大学 
設置者名 学校法人順正学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学校法人順正学園のホームページにて公表 

https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
理化学研究所研究顧問 

東京大学名誉教授 

2016.6.1～ 

2020.5.31 
教育・研究 

非常勤 
(株)林原健 307LAB 

代表取締役 

2016.6.1～ 

2020.5.31 
研究 

非常勤 
ヤマハリテイリング 

音楽教室講師 

2016.6.1～ 

2020.5.31 
教育 

非常勤 

(公財)笹川平和財団 

常務理事 

政策研究大学院大学  

副学長 

内閣府参与 

2016.6.1～ 

2020.5.31 
コンプライアンス 

非常勤 

飛島建設(株) 

元代表取締役社長 

ファンケル(株) 

元常勤監査役 

2016.6.1～ 

2020.5.31 
施設設備 

非常勤 黒住教 名誉教主 
2016.6.1～ 

2020.5.31 
地域連携 

非常勤 元延岡市長 
2016.6.1～ 

2020.5.31 
地域連携 

（備考） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 吉備国際大学 

設置者名 学校法人順正学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画（シラバス）の作成については、各学科のディプロマポリシー、カリキュ

ラムポリシーにおける当該科目の位置づけを確認した上で、下記の内容を記載するよ

うフォーマットを統一し、全教員に毎年更新して配付する「シラバス作成の手引き」

にもとづき入力するよう徹底している。 

授業開講の前年度の１月に各教員に作成を依頼し、シラバス作成に関する研修会も

昨年度より実施している。各教員が入力後、学科ごとに第三者チェックを実施し、指

摘された内容について修正を行った上で、学生及び一般に WEBで公開している。シラ

バスの記載内容、作成のスケジュール、公表については、下記のとおり。 

 

【記載内容】授業方法・概要及び授業計画、到達目標、評価方法、自己学修の方法 

実務経験のある教員による授業 など 

【作成のスケジュールと公表】 

開講の前年度 

・１月初旬～１月末…各科目担当教員がシラバス作成。（WEB入力） 

・２月…学科ごとに学科長を中心にシラバスの第三者チェックを実施 

・３月中旬までに修正・確認 

・３月２２日頃…学生・一般に公開（WEB検索システムで公表） 

 開講年度の４月以降…シラバス一覧表（PDF）を本学ホームページで公表 

授業計画書の公表方法 
本学ホームページにて公表 

http://kiui.jp/pc/joho/jugyoukeikaku.html 
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２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

成績評価については、各科目のシラバスに「評価方法」を必ず記載し、学生に周知

している。評価方法としては、筆記試験、レポート、小テスト、授業内の発表等の学

習意欲など多面的な方法を用い、各項目の割合を明記し、基準を示している。 

これらの成績評価をもとに、学則に定める成績評価基準に照らして厳格かつ適正な評

価を行い、単位を認定している。さらにこの成績評価の検証と改善の PDCA サイクル

を確立するために、現在、アセスメントポリシーの策定も進めている。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では、「履修した授業科目の成績評価は、秀（S）（100～90 点）・優（A）
（89～80点）・良（B）（79～70点）・可（C）（69～60点）・不可（D）（59～0点）
の 5段階で評価し、60点以上を合格とする。」と学則に定め、また、成績評価厳格
化のため、成績評価の客観的な指標としてＧＰＡ制度を導入している。（GPA の算
出方法は以下のとおり） 

 

【GPAの算出方法】 

 

学年 GPA= 

 

 

累積 GPA= 

 
 

  ※小数点以下第 3位を四捨五入し小数点 2位まで表記。 

ただし、他大学等で修得した単位を単位認定している科目は、修得単位からも履修登録単位数からも除く。 

 
 本学においては、このＧＰＡの分布状況を学科ごとに把握、分析するとともに、成

績不振者に対する学修指導にも活用している。また、学生及び保護者に配布する成績

通知書や外部に提出する成績証明書にもＧＰＡを記載し、自身の成績状況の確認や客

観的な指標としての成績評価を示している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
本学ホームページにて公表 

http://kiui.jp/pc/joho/hyouka_gpa.pdf 

  

秀ポイント(4)×単位数＋優ポイント(3)×単位数＋良ポイント(2)×単位数＋可ポイント(1)×単位数 

当該年度中に履修登録した科目の総単位数（不可・放棄を含める） 

秀ポイント(4)×単位数＋優ポイント(3)×単位数＋良ポイント(2)×単位数＋可ポイント(1)×単位数 

在籍期間中に履修登録した科目の総単位数（不可・放棄を含める） 
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４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業の認定については、学位授与方針（ディプロマポリシー）を定め、これをもと

に、科目ごとに設定された到達目標について評価基準に基づき、厳格な単位認定を行

っている。ディプロマポリシーは、「知識・理解」、「思考・判断」、「技能・行動」、「態

度」に分類し、学位を授与するために修得すべき能力について学科ごとに方針を定め、

科目ごとにディプロマポリシーのどの項目に該当する科目であるかをカリキュラム

マップで示している。 

また、卒業認定の実施にあたっては、科目担当者が評価基準に基づき厳格に行った評

価を事務担当部署である教務課において集計し、学科教員及び教務課双方でチェック

して作成した卒業判定資料をもとに、学務代議員教授会で審議され、学長が教授会の

意見を聴いたのち、適切に卒業認定を行っている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
本学ホームページにて公表 

http://kiui.jp/pc/joho/gakka_policy.html 
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 吉備国際大学 

設置者名 学校法人順正学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure 

収支計算書又は損益計算書 http://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure 

財産目録 http://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure 

事業報告書 http://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure 

監事による監査報告（書） http://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：本学ホームページにて公表 http://kiui.jp/pc/selfcheck/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：本学ホームページにて公表 http://kiui.jp/pc/outline/evaluation.html 
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（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 社会科学部、保健医療福祉学部、心理学部、アニメーション文化学部、 

農学部、外国語学部、通信教育部心理学部 

教育研究上の目的（公表方法：本学ホームページ http://kiui.jp/pc/joho/ 及び学

生便覧で公表） 

（概要） 

本学学則第１条に「本学は、教育基本法及び学校教育法の本旨にのっとり、国際化社会に

向けて学部・学科の学術研究領域に関する理論および社会の問題を研究教授し、応用能力

をもつ人格を陶冶することを目的とする。」と定め、学部・学科毎に専門性に沿った教育

研究を展開している。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 本学ホームページにて公表 

 http://kiui.jp/pc/joho/gakka_policy.html） 

（概要）卒業の認定については、学位授与方針（ディプロマポリシー）を定め、これをも

とに、科目ごとに設定された到達目標について評価基準に基づき、厳格な単位認定を行っ

ている。ディプロマポリシーは、「知識・理解」、「思考・判断」、「技能・行動」、「態

度」に分類し、学位を授与するために修得すべき能力について学科ごとに方針を定め、科

目ごとにディプロマポリシーのどの項目に該当する科目であるかをカリキュラムマップで

示している。 

また、卒業認定の実施にあたっては、科目担当者が評価基準に基づき厳格に行った評価を

事務担当部署である教務課において集計し、学科教員及び教務課双方でチェックして作成

した卒業判定資料をもとに、学務代議員教授会で審議され、学長が教授会の意見を聴いた

のち、適切に卒業認定を行っている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページにて公表 

 http://kiui.jp/pc/joho/gakka_policy.html） 

（概要）ディプロマポリシーの達成のために、どのような教育課程を編成し、どのような

教育内容・方法を実施し、学修成果をどのように評価するのかをカリキュラムポリシーと

して定めている。本学では、学科ごとに「教育課程の編成・実施」・「教育方法」・「成績

評価」の３項目について具体的に示し、特色ある専門分野の人材育成に取り組んでいる。 

カリキュラムポリシーを含む３つのポリシーについては、本学ホームページに公表すると

ともに入学時に配布する学生便覧に掲載し、履修指導等の際に学生に周知している。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページにて公表 

http://kiui.jp/pc/joho/gakka_policy.html） 

（概要）本学の各学科のディプロマポリシー、カリキュラムポリシーに基づく教育内容等

を踏まえ、「入学者受入れ方針」・「求める人材像」・「入学までに学んでほしいこと」の

３項目に分け、どのように入学者を受け入れるか、またその選抜方法等について、基本的

な方針をアドミッションポリシーとして定めている。 

 アドミッションポリシーは、本学ホームページに公表するとともに学生募集要項等にも

公開し、受験生に周知している。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：本学ホームページにて公表 http://kiui.jp/pc/joho/ 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 
a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3人 － 3人 

社会科学部 － 11人 3人 4人 0人 0人 18人 

保健医療福祉学部 － 20人 11人 13人 3人 0人 47人 

心理学部 － 9人 4人 5人 1人 0人 19人 

農学部 － 8人 5人 0人 3人 0人 16人 

外国語学部  8人 3人 4人 0人 0人 15人 

アニメーション文化学

部 
－ 

4人 3人 1人 1人 0人 9人 

通信教育部心理学部 － 2人 1人 1人 0人 0人 4人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 172人 172人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法： http://kiui.jp/pc/joho/ 

本学ホームページの各学科のページからリサーチマップの個人ペー

ジにリンクさせている。 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

平成３０年度は、ルーブリック評価入門、信念対立で困っている学生を支援する方法、学生への支援に関

すること、驚くべき潜在能力と高精度ビックデータによるその可視化をテーマに全教職員を対象に FDを

実施した。また本年度もすでにインストラクショナル・デザイン入門 ～学習意欲を高める授業設計～

をテーマに実施し、８月・翌年２月にも全教職員を対象に実施する予定となっている。 

 
 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

社会科学部 140人 137人 97％ 630人 542人 86％ 2人 1人 

保健医療福祉

学部 140人 88人 62％ 700人 517人 73％ 10人 8人 

心理学部 80人 56人 70％ 350人 185人 52％ 0人 0人 

農学部 90人 61人 67％ 312人 188人 60％ 2人 0人 

外国語学部 50人 53人 106％ 260人 126人 48％ 0人 0人 

アニメーショ

ン文化学部 40人 33人 82％ 160人 106人 66％ 0人 0人 

通信教育部 

心理学部 50人 17人 34％ 350人 126人 36％ 60人 15人 

合計 590人 445人 75％ 2764人 1790人 64％ 74人 24人 

（備考） 
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b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

社会科学部 
128人 

（100％） 

5人 

（3.9％） 

103人 

（81.3％） 

19人 

（14.8％） 

保健医療福祉

学部 

183人 

（100％） 

2人 

（1.1％） 

155人 

（84.7％） 

26人 

（14.2％） 

心理学部 
37人 

（100％） 

5人 

（13.5％） 

27人 

（73.0％） 

5人 

（13.5％） 

農学部 
43人 

（100％） 

3人 

（  7.0％） 

38人 

（88.4％） 

2人 

（4.7％） 

外国語部 
24人 

（100％） 

1人 

（4.2％） 

20人 

（83.3％） 

3人 

（12.5％） 

アニメーショ

ン文化学部 

17人 

（100％） 

１人 

（5.9％） 

7人 

（41.2％） 

9人 

（52.9％） 

通信教育部心

理学部 

22人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
432人 

（100％） 

17人 

（  3.9％） 

351人 

（81.3％） 

64人 

（14.8％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項）吉備国際大学大学院、岡山大学院、 株式会社宗家源吉兆庵、 

 法務省矯正局、岡山大学病院、岡山県警、あわじ島農業協同組合、株式会社レイ/ＡＮＡクラウンプラザホテル他 

（備考） 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

社 会 科 学

部 

125人 

（100％） 

107人 

（  85.6％） 

2人 

（  1.6％） 

13人 

（  10.4％） 

3人 

（ 2.4％） 

保 健 医 療

福祉学部 

185人 

（100％） 

146人 

（  78.9％） 

26人 

（  14.1％） 

13人 

（  7.0％） 

0人 

（  0％） 

心理学部 42人 

（100％） 

33人 

（  78.6％） 

0人 

（  0％） 

9人 

（  21.4％） 

0人 

（  0％） 

農学部 47人 

（100％） 

39人 

（  82.9％） 

6人 

（  12.8％） 

2人 

（  4.3％） 

0人 

（  0％） 

外 国 語 学

部 

28人 

（100％） 

22人 

（  78.6％） 

3人 

（  10.7％） 

3人 

（  10.7％） 

0人 

（  0％） 

ア ニ メ ー

シ ョ ン 文

化学部 

7人 

（100％） 

6人 

（  85.7％） 

0人 

（  0％） 

1人 

（  14.3％） 

0人 

（  0％） 

通信教育部心

理学部 

19人 

（100％） 

5人 

（  26.3％） 

6人 

（  31.6％） 

8人 

（  42.1％） 

0人 

（  0％） 

合計 
434人 

（100％） 

353人 

（  81.3％） 

37人 

（  8.5％） 

41人 

（  9.4％） 

3人 

（  0.7％） 

（備考） 

その他の 3名は転学部した者。 

 合計欄については、昼間において授業を行う学部が通信教育を併せ行っているため、通信教育部分は

除外し、計算している。 
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⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要）本学では、各授業科目の授業方法および内容、授業計画については、下記の内容

等を記載した統一したフォーマットでシラバスを作成している。各学科のディプロマポ

リシー、カリキュラムポリシーにおける当該科目の位置づけを確認した上で、全教員に毎

年更新して配付する「シラバス作成の手引き」にもとづき入力するよう徹底している。 

授業開講の前年度の１月に各教員に作成を依頼し、シラバス作成に関する研修会も昨年

度より実施している。各教員が入力後、学科ごとに第三者チェックを実施し、指摘された

内容について修正を行った上で、学生及び一般に WEBで公開している。 

 

【記載内容】授業方法・概要及び授業計画、到達目標、評価方法、自己学修の方法 

実務経験のある教員による授業 など 
 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要）成績評価については、各科目のシラバスに「評価方法」を必ず記載し、学生に周

知している。評価方法としては、筆記試験、レポート、小テスト、授業内の発表等の学習

意欲など多面的な方法を用い、各項目の割合を明記し、基準を示している。これらの成績

評価をもとに、学則に定める成績評価基準に照らして厳格かつ適正な評価を行い、単位を

認定している。 
本学では、「履修した授業科目の成績評価は、秀（S）（100～90点）・優（A）（89～

80点）・良（B）（79～70点）・可（C）（69～60点）・不可（D）（59～0点）の 5段階
で評価し、60点以上を合格とする。」と学則に定め、さらに、成績評価厳格化のため、成
績評価の客観的な指標としてＧＰＡ制度を導入し、ＧＰＡの分布状況を学科ごとに把握、
分析するとともに、成績不振者に対する学修指導等にも活用している。 
また、卒業の認定については、学位授与方針（ディプロマポリシー）を定め、これをもと

に、科目ごとに設定された到達目標について評価基準に基づき、厳格な単位認定を行って

いる。卒業認定の実施にあたっては、科目担当者が評価基準に基づき厳格に行った評価を

事務担当部署である教務課において集計し、学科教員及び教務課双方でチェックして作成

した卒業判定資料をもとに、学務代議員教授会で審議され、学長が教授会の意見を聴いた

のち、適切に卒業認定を行っている。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

社会科学部 

経営社会学科 124単位 有・無 49単位 

スポーツ社会学

科 
124単位 有・無 49単位 

保健医療福祉学

部 

看護学科 128単位 有・無 49単位 

理学療法学科 127単位 有・無 49単位 

作業療法学科 124単位 有・無 49単位 

心理学部 

心理学科 124単位 有・無 49単位 

子ども発達教育

学科 
124単位 有・無 49単位 

農学部 
地域創成農学科 124単位 有・無 49単位 

醸造学科 124単位 有・無 49単位 

外国語学部 外国学科 124単位 有・無 49単位 

アニメーション文

化学部 

アニメーション文

化学科 
124単位 有・無 49単位 
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通信教育部心理学

部 

子ども発達教育学

科 
124単位 有・無 49単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：土地・建物 http://kiui.jp/pc/joho/shisetsugaiyou.html 

キャンパスマップ http://kiui.jp/pc/campus/campusmap.html 

教育情報の公表 http://kiui.jp/pc/joho/ 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

社会科学部 

経営社会学科 700,000円 300,000円 330,000円 施設設備費 

スポーツ社会学

科 
760,000円 300,000円 350,000円 施設設備費 

保健医療福祉

学部 

看護学科 1,146,000円 300,000円 350,000円 施設設備費 

理学療法学科 1,146,000円 300,000円 350,000円 施設設備費 

作業療法学科 1,146,000円 300,000円 350,000円 施設設備費 

社会福祉学科 853,000円 300,000円 350,000円 施設設備費 

心理学部 

心理学科 803,000円 300,000円 350,000円 施設設備費 

子ども発達教育

学科 
853,000円 300,000円 350,000円 施設設備費 

農学部 
地域創成農学科 1,030,000円 300,000円 350,000円 施設設備費 

醸造学科 1,030,000円 300,000円 350,000円 施設設備費 

外国語学部 外国学科 700,000円 300,000円 330,000円 施設設備費 

アニメーショ

ン文化学部 

アニメーション

文化学科 
700,000円 300,000円 330,000円 施設設備費 

通信教育部心

理学部 

子ども発達教育

学科 
120,000 円 

1 年次 30,000 円 

2 年次 50,000 円 

3 年次 50,000 円 

30,000 円～ 

科目登録料 

30,000円 
スクーリング履修料 

5,000円/1単位 

実習費     

50,000円/1実習 
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⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要）本学では、スチューデントサポートセンターに学生部と教務部を置き、学生生活

と学修の両面から修学支援を行っている。学生部では、奨学金や学生生活全般の支援を行う

とともに、留学の支援なども行っている。教務部では成績や履修に関する相談・指導、教職

や学外実習などの支援も合わせて行っている。また、ラーニングサポートセンターを組織

し、補習授業や語学等の無料講座の開講などの学修支援を行っている。 

そのほか、３回連続授業欠席した学生のデータを学科教員に提供し、学修を継続していける

よう早期に指導するなど、退学者対策にも力を注いでいる。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要）就職、進学の相談に訪れた学生一人ひとりに対して、個別面談を実施。学生にとっ

て最善の進路が決定できるように職員がアドバイスを行っている。また、就職ガイダンスと

は別に履歴書・エントリーシートの作成指導や添削、グループディスカッション、集団面

接・個人面接など試験対策を個別に行い、就職実践力向上を図っている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）健康管理センターを設置し、学生の心身の健康維持・増進を図るため、医師・臨床

心理士による健康相談などを行っている。 

また、医師・臨床心理士資格の教員と教務課・学生課の担当職員をセンター員として任命し

ており、月例で健康管理センターミーティングを実施し、必要な情報の共有を行い、支援が

必要な学生へ対応を行っている。 

南あわじ志知キャンパスにおいては、養護教諭の資格のある職員の配置並びに非常勤臨床心

理士による予約制での相談を実施している。 

岡山キャンパスにおいても、養護教諭の資格のある職員を配置し、スクールカウンセラーの

資格者を毎週１日派遣し、個別相談に対応している。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：http://kiui.jp/pc/joho/ 

 

 


